
社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことの

できる福祉のまちづくりを進めるために設置されている民間の福祉団体です。
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題字：障がいのある人たちの仕事を社会とつなぐ「アール・ド・ヴィーヴル」
　　　メンバーの萩原幹大さん

小田原市社協イメージキャラクター

「夢・咲き福ちゃん」

寄付をする、
つながる、
元気になる。

皆さんのお気持ちを大切に
小田原市社会福祉協議会

ボランティア
センター

お世話になったことへの恩返し…「感謝」
誰かの役に立ちたい…「助け合い」
共感する活動を応援…「社会貢献」

動機はさまざまですが、多くの皆様から、このよ

うなお気持ちでご寄付が寄せられています。

小田原市社会福祉協議会では、皆様のお気持ちを

大切に受け取り、必要としている人、団体などに

お渡ししています。

本号では、お受けする窓口の一つ「ボランティア

センター」に寄せられたご寄付にまつわるエピ

ソードや活用方法についてご紹介いたします。

社会貢献

感　謝

　「感謝」
　ご寄贈していただいたバラは、市社協を経由して施設に。
　このバラ農家さんが寄付をされるようになったきっかけとは？

「助け合い」
　多く寄せられるタオルは、活用方法も多様。
　介護予防に効果があり、被災地支援にもつながる取り組みとは？

「社会貢献」
　寄付金はボランティアグループの活動助成金などに配分。
　今年度の配分状況は？

寄付をつないで豊かな社会を
（写真の説明・詳細は中面を）
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助け合い

ソードや活用方法についてご紹介いたします。

お気軽に
お声かけ
ください。
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思いをカタチにする ボランティアセンター思いをカタチにする ボランティアセンター
稲毛さん（バラ農家）の思い

全国各地に被害をもたらした「令和３年７月

豪雨災害」は、本市でも一部地域で土砂崩れ

が発生し、個人宅、畑や道路に土砂が流入し

ました。

このときに被害を受けた稲毛さん宅に対して、

市社協職員やボランティアが流入した土砂を

かき出す作業をしました。

●きっかけは豪雨災害

●農業を続けられることに感謝
被災直後は「もう、農業はできないと思った」

と語る稲毛さんですが、そのときの市社協の

活動のおかげで農業を続けられていることに

感謝の気持ちが強くなり、バラの寄付をされ

るようになりました。

市社協では、このバラを希望される福祉施設

に贈呈していますが、稲毛さんは「寄付をし

たバラが施設の皆さんにも喜ばれていると

伺って嬉しい」と笑顔で語られていました。

畑に積もった泥をバケツリレーでかき出すボランティアや市社協職員

贈られたバラを手にとって、 心を和ませる福祉施設の利用者さん

感　謝 社会貢献 令和６年度　寄付金額（件数）合計
170 万 1,321 円（51 件）

ボランティアグループへ
活動助成金として配分

● 43グループに 143 万 9,000 円

➡➡ ➡➡

●寄付物品（令和５年度以降・タオル以外）
寄付者（敬称略） 品物・寄付回数・数量など

小田原第一信用組合
車イス・19 回・71 台

役職員の奉仕金で購入されたもの

窪田 和（窪田布団店）

座布団・30 回・567 枚

不用になった綿を活用し、新しい

座布団に仕立て直したもの

NPO 法人報徳食品支援センター 食品・32 回

豊間根 慶子・山本 優子 洗剤・22 回

稲毛 朋信 生花（バラ）・36 回

48 年間で 3,060 件
１億 2,252 万 5,925 円
令和 6年度は 51 件、170 万 1,321 円

市社協が法人として設立された昭和 51 年度から令和６年度までの

間で、多くの寄付金品をいただいています。

特に継続してご寄付をお寄せいただく皆様は、次のとおりです。

●寄付金（２０回以上ご寄付をいただいている皆様）
寄付者（敬称略） 回数 寄付の動機・目的など

磯崎　曻 73
寄付目的で貯金されたもの

鈴木智惠子 36

三菱ケミカル労働組合神奈川支部 36 組合員から集められた募金

さがみ信用金庫 30 職員から集められた募金

小田原遊技場組合 28 車イスなどの購入費用のために

神奈川土建一般労働組合西相支部 28

イベントでの収益明治大学校友会小田原地域支部 22

小田原鍼灸マッサージ師会 22

※小田原遊技場組合様につきましては、市民福祉基金への寄付も含みます。

●寄付物品（タオル）
寄付者（敬称略） 寄付回数など

新玉地区社会福祉協議会
32 回

地域で集められたもの

JA かながわ西湘

24 回

組合員、女性部による「スマイ

ルボランティア運動」で集めら

れたもの

※ JA かながわ西湘グループ様につきましては、上記のほか、かながわ西湘
農業協同組合、JA かながわ西湘葬祭株式会社様からボランティアセンター

　や市民福祉基金に寄付金をいただいています。

貸出用車イス
イベント機器の維持管理

地区ボランティア
(17 件 )

障がい児者
支援グループ

(9 件 )

高齢者
支援グループ

(9 件 )

児童支援グループ (3 件 )

青少年支援グループ (2 件 )

支援対象を限定していないグループ (2 件 )

外国人支援グループ (1 件 )

雑巾の売上金を能登半島地震義援金として
小田原市長に寄与する利用者さん

皆様のちょっとしたお気持ちが「みんなで

支えあう社会づくり」に役立てられます。

寄付物品については、お預かりしても役立てることが難しい家具、

食器、衣類の一部などは受け付けておりませんので、ご理解ご協

力をお願いします。

どうぞ、お気軽にお問い合わせください。☎ 35-4000

バラ農家の稲毛朋信さん

やすらぎの家栢山
管理者  上西寿幸さん

新玉地区社会福祉協議会
会長　池田尚文さん

●介護などのために
車イスは介護で必要な人への貸出のほか、公共施設にも置いて

いただき、利用される人の利便性の向上に役立てられています。

令和６年度末では保有台数 498 台に対して 492 台が貸出さ

れました。

●イベント用に
綿菓子機（５台）、ポップコーン機（５台）、かき氷機（４台）

があり、夏には各地区の夏祭りで予約がいっぱいになります。

ウサギとパンダの着ぐるみも人気です。

●学習・研修活動に
車イスと高齢者疑似体験

セットを貸し出しています。

●学習・研修活動に

セットを貸し出しています。

高齢者への思いやりの心を育む
「高齢者疑似体験セット」 車イス体験研修でも活用

ウサギとパンダの着ぐるみも人気です。

新玉地区社協➡福祉施設助け合い
　　➡市社協➡潤生園 やすらぎの家 栢山

（令和７年度実績）

●地域ぐるみで福祉施設を応援 ●タオルは雑巾にして販売
　売上金は被災地への義援金に
　ご利用者さんの意欲向上も

ある福祉施設から「タオルが欲しい」と

いう要望が寄せられたことがきっかけ

で、寄付が始められました。

自治会組長によって集められたタオルは

毎年 900 枚ほどにのぼり、それを地区

ボランティア、民生委員・児童委員、主

任児童委員及び地区社協会長が仕分け作

業をし、市社協のほか、市内の特別養

護老人ホームや障がい者の支援施設にも

40 年以上にわたり寄付をされています。

寄付を受けた市社協では、新玉地区から

直接寄付を受けていない施設のご要望を

伺いながら贈呈をしています。

新玉地区社協の池田会長をはじめ、活動

に従事されている皆さんは「仕分け作業

など大変だが、どの施設の方も喜んでく

れるので、嬉しい。今後も地域の皆様の

無理のない範囲で続けていきたい」と語

られていました。

「いただいたタオルを雑巾として縫い、

その売上金を能登半島地震への支援へ」

施設のご利用者さんの提案から始まった

取り組みですが、継続することで、皆さ

んの意欲が向上し「誰かの役に立ってい

る」という実感が生まれ、

やりがいや達成感につな

がっているそうです。

市社協へタオルを寄付して

くださる皆さまのご支援が、

この活動を支えています。
潤生園やすらぎの家栢山の

Facebook です。 さまざまな

活動がご覧いただけます。
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福 ち ゃ ん の い い ね！知っておくと
ありがとうございました

　（令和 7 年 11 月 1 日～ 12 月 26 日）　　　　　　　　　

お名前（敬称略） 金　　額

小田原鍼灸マッサージ師会 25,000 円
神奈川土建一般労働組合西相支部 鴨宮分会 21,500 円
中央労働金庫 小田原支店 推進幹事会 62,000 円
磯崎  曻 37,913 円
岡野 心平 15,000 円
三菱ケミカル労働組合 関東支部 21,000 円
わらはんどベーカリー　みらいチケット運営事務局 3,000 円
匿名（２件） 11,350 円

合　　　　　　計 196,763 円

お名前（敬称略） 品　　物

中央労働金庫 小田原支店 推進幹事会 米
斉田 和浩 紙パンツ、食品
稲毛 朋信 生花（バラ）
Audika株式会社 東海補聴器センター 文房具
皆木 眞理子 タオル、マスク、手ぬぐい
マルハン小田原店 菓子
江藤 恵美子 衣類
小田原地区保護司会 ぬり絵、折り紙

匿名（10件）
食品、米紙、日用品、洗剤
タオル、ティッシュ
トイレットペーパー、紙パンツ、
紙オムツ、餅つき機

お名前（敬称略） 金　　額

神奈川県立小田原高等学校定時制 11,000 円
匿名（2件） 105,000 円

合　　　　　　計 116,000 円

お名前（敬称略） 金　　額

崎村調理師専門学校 50,000 円
小田原スポーツ合気道教室 25,118 円
匿名（1件） 100,000 円

合　　　　　　計 175,118 円

各種寄付金品については、寄付者のご意向に沿い、目的にあった運用及び活用

　をさせていただいています。

※問い合わせ　☎35-4000
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市社協からのご案内市社協からのご案内

入園入学用の布製袋物をお分けします入園入学用の布製袋物をお分けします
【お分けできる対象者】
 「子どもの入園入学が決まったけれど、忙しくて作る時間がない」などの理由

 で３点セットの準備に困っている人

 市内在住・在勤で小田原市社協まで受け取りに来られる人

【申込方法・注意事項など】
●申　込　方　法　3 月 6 日（金）までに

　　　　　　　　　　電話（35 － 4000）でお申し込みください。

　●お渡しする期間　3 月 16 日（月）から 

●お渡しする場所 おだわら総合医療福祉会館１階

　●３点セット一組につき、500 円以上

　　の寄付をお願いいたします。

　●お分けできる数に限りがあります。

　　申込多数の場合は、市社協で抽選

　　を行い、当選者にご連絡します。

　●レッスンバッグ

　　上履き入れ

　　お着替え袋（巾着型）

　　の３点セットです。　

　　すべて手づくりのため、

　  セットの色柄は写真と異なります。

　●３点セット一組につき、500 円以上

　●お分けできる数に限りがあります。

　　申込多数の場合は、市社協で抽選

　  セットの色柄は写真と異なります。

行政書士による成年後見サポートセンター

あなたのよりよい暮らしをサポートする成年後見制度

「成年後見制度ってどんなもの？」 

「頼れる家族がいない、今は元気だけど……」 

そんな疑問をお持ちの方、私たち行政書士がサポートします！ 

連絡先行政書士   瀬戸賢二事務所  ☎0465-74-1433当社HPは
コチラ▶
当社HPは
コチラ▶

〒250-0875 神奈川県小田原市南鴨宮1-11-13 FAX.0465(49)6923
神奈川県知事免許(5)第24070号　 

迅速対応 秘密厳守

いたします
!！

※査定結果によっては買取不可の場合もございます。

TEL.046549-6922(代)

買取買買取不動産
小田原市外

も対応可能！

マンション
戸建･土地

小田原市社会福祉協議会
TEL ＆ FAX

○法人全体
  TEL ３５－４０００    
   FAX ３５－６９０２
○福祉まるごと相談
  TEL ３５－４０２０
   FAX ３５－６９０２

○成年後見支援センター
TOMONI ( ともに )

  TEL ３５－７７７０
   FAX ３５－７７７１  

○ホームヘルパー派遣
  TEL ３５－８１４３
   FAX ３２－４１３９

福祉用具 (介護ベッド・車いすなど )
住宅改修 (手すり取付など )
各種昇降機のことなら
何でもご相談ください。


